
演劇計画Ⅱ－戯曲創作－

「S/F－到来しない未来」

KAC S/F Lab. オープンラボ 
二名の劇作家が、3ヶ年をかけて新たな戯曲を創作する「演劇計画Ⅱ-戯曲創作-」。
2018年の戯曲完成にむけて、ひとつのテーマに向き合いながら、リサーチや執筆を進めていきます。
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公開される戯曲第1稿は、一部条件のもと、自由な使用や上演が許諾されます。もしかすると、
劇作家の思いもよらない上演や二次創作が構想されるかも？ 谷竜一（アートコーディネーター）

戯曲とは、いったいどういうものなのでしょうか。演劇創作の

現場において考えるならば、それは創作や演技の設計図で

あり、ひとつの指針を示すものだと言えるでしょう。また、文学の形

態として捉えるならば、それは読者の頭の中で複数の存在や声を

立ち上げる地盤となるものだと考えられます。戯曲と向き合う時、

わたしたちは常に、そこに書かれていることがまだ目の前に現れて

いないことを目の当たりにし、いつか上演されるかもしれない未来

を想像するのではないでしょうか。

2016-2018年度の「演劇計画Ⅱ-戯曲創作-」では、松原俊太郎と

山本健介、新進気鋭の二名の劇作家が3ヶ年をかけて新作戯曲を

執筆します。テーマは、「S/F	―到来しない未来」です。

2年目となる今年度は、このテーマに基づき、サイエンスとフィク

ションについての研究所「KAC	S/F	Lab.」を開設。さまざまなジャ

ンルの専門家を招いて研究の紹介や、領域横断的な議論を行う

オープンラボを開催します。昨年度のキックオフイベントでは、政

治学・現象学・倫理学を中心とした哲学研究者である松葉祥一（同

志社大学嘱託講師）と、美学と身体論、特に近年は障害を持つ人の当

事者研究に取り組む伊藤亜紗（東京工業大学リベラルアーツセンター准

教授）を迎え、レクチャーとディスカッションを開催しました。

本年度は計3回のオープンラボを開催する予定です。また、6月

にアーカイブウェブサイトを開設し、オープンラボのレポートや、

劇作家からのコメントを随時更新していきます。そして、11月に

は同ウェブサイト上にて、いよいよ新作戯曲の第1稿が公開され

ます。劇作家はラボでの議論を踏まえて更に推敲を重ね、第2稿

を来年度公開予定です。

演劇について、科学について、未来について。劇作家たちと

研
ラ ボ

究所はじっくりと、思考と歩みを進めます。

KAC Performing Arts Program 2017 /
Contemporary Theater
演劇計画Ⅱ-戯曲創作- 「S/F ―到来しない未来」 
KAC S/F Lab. オープンラボ 
戯曲創作と並行して展開する、科学とフィクションについてのレク
チャー＆ディスカッション。様々なジャンルの専門家を招いて、議論を
展開します。
vol.1 
日時：	6月16日（金）18:30－21:00	
vol.2 
日時：	6月17日（土）14:00－16:30	

会場：	フリースペース	
登壇：松葉祥一（同志社大学嘱託講師）、松原俊太郎、山本健介（委嘱劇作家）

料金：	無料
定員：	各回60名（先着順／要事前申込）	

※イベント情報（P2）もご覧ください

松原俊太郎 （まつばら しゅんたろう）
作家、雑誌『地下室』主筆。1988年生。熊本県出身。神戸大学経済学
部卒。地点『ファッツァー』で演劇と出会う。2015年、処女戯曲『みちゆ
き』で第15回AAF戯曲賞（愛知県芸術劇場主催）大賞を受賞。2017年、執
筆した戯曲『忘れる日本人』を神奈川芸術劇場で地点が上演。

委嘱劇作家 PROFILE

山本健介（やまもと けんすけ）
The	end	of	company	ジエン社主宰、脚本家。1983年生。埼玉県出身。
早稲田大学第二文学部卒。ジエン社の全作品の脚本と演出を務める。
劇団外の活動として、舞台、映画、ＴＶドラマ、Vシネマに脚本を提供する他、
ゲームシナリオや構成、キャラクター設定なども手掛ける。2016年、『30光
年先のガールズエンド』が岸田國士戯曲賞最終選考にノミネート。

キックオフイベントの様子
左から伊藤亜紗（東京工業大学リベラルアーツセンター准教授）、松葉祥一（同志社大学嘱託講師）、森山直人（演劇批評家、京都造形芸術大学舞台芸術学科教授）

撮影：森田具海

引用戯曲：松原俊太郎『忘れる日本人』、山本健介『夜組』

松原俊太郎

A1. 惑星ソラリス

A2. まちまちです

A３. 脳科学

山本健介

A１. 小松崎茂のプラモデル
表紙絵

A２. 一ヶ月

A３. コンピュータ将棋の強く
なり方に関心があります

委嘱劇作家への質問

Q１. 「SF」と聞いて、どんなものをイメージ
しますか（もの、できごと、作品など）。

Q２. 普段、戯曲を書くときは、一本に
どれくらい時間をかけていますか。

Q３. 最近気になっている科学のジャンル
や問題があれば教えてください。
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料金：	1,000円
出演：	加藤文枝（チェロ）、天本麻理絵（ピアノ）

主催・問合せ：明倫ペトロフの会
　E-mail：petrof@meirin-news.com

制作支援事業

ドキドキぼーいず#07
『生きてるものはいないのか』
次 と々若者が死んでいく脱力系不条理劇の名作
を「若者の現在」に焦点をあてて上演。
日時：6月  7日（水）、8日（木）19:00
	 9日（金）15:00／19:00
	 10日（土）14:00／18:00
	 11日（日）11:00／15:00
会場：	アトリエ劇研（左京区）

料金：	一般前売2,500円／当日3,000円
U-Honma（27歳以下）前売2,000円／当日
2,500円

	 学生前売1,800円／当日2,300円 
問合せ：ドキドキぼーいず
　TEL：050-5318-7717（ワタナベ）

　E-mail： dokidokiboys@gmail.com

『高見島―京都：日常の果て』 
瀬戸内国際芸術祭2016・高見島プロジェクト参
加作家による展覧会。 
会期：	6月16日（金）－7月15日（土）
	 11:00－18:00　
	 	 ※6月16日（金）は14:00開場 
	 	 ※入場無料
会場：	京都精華大学ギャラリーフロール（左京区）

出展作家：MuDA ほか
主催：	京都精華大学 
問合せ：京都精華大学ギャラリーフロール 
　TEL：075-702-5263（受付時間9:00－18:00）

　E-mail：fleur@kyoto-seika.ac.jp

したため#5『ディクテ』
言語、歴史、性―韓国系アメリカ人女性アー
ティストの実験的著作を演劇として上演。

各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）

催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、TEL、FAXで事前にお申込ください。
チケット窓口でも受け付けます。
※ 印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です（制作支援事業は京都芸術センターチケット
窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外） その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください
※各種年齢別・学生料金は要証明書呈示

美術

『のっぴきならない遊動：
黒宮菜菜／二藤建人／若木くるみ』
Co-program カテゴリーB（展覧会事業）採択企画。
会期：	5月25日（木）－7月2日（日）10:00－20:00
	 	 ※5月29日（月）－31日（水）休館
	 	 ※入場無料
会場：	ギャラリー北・南、和室「明倫」 ほか
企画：	黒宮菜菜
主催：「のっぴきならない遊動」展実行委員会、

京都芸術センター

［関連企画］

アーティスト・トーク
日時：5月25日（木）18:30－20:00
会場：	ギャラリー北・南、和室「明倫」を巡回
	 	 ※ギャラリー南に集合
進行：	平芳幸浩（京都工芸繊維大学美術工芸資料館

准教授）

※入場無料・事前申込不要

レセプション・パーティ
日時：	5月25日（木）20:00－21:30
会場：	フリースペース 
※入場無料・事前申込不要

レクチャー 「のっぴきならない探検家に聞きたい！」
日時：	6月17日（土）14:00－15:30
会場：	ミーティングルーム2
登壇：	関野吉晴（探検家・医師・武蔵野美術大学教授）

料金：	無料
定員：40名（先着順／要事前申込）

東アジア文化都市2017京都
「京都の文化力事業」
京都いけばなプレゼンテーション2017
〈自然と造形〉
華道発祥の地・京都を拠点に活動する34流派か
ら60名を超える華道家が出品するいけばな展。
今回は、東アジア文化都市2017京都のプログ
ラムとして、東アジアの花材を用いた作品など
の特別企画も実施します。
日時：	6月3日（土）10:00－20:00
	 4日（日）10:00－18:00
	 	 ※入場無料
	 ※いけこみ公開 6月2日（金）13:00－18:00
会場：	講堂、大広間ほか

［関連企画］

いけばな体験「いけばなの日、お稽古はじめ」
日時：	6月4日（日）①11:00－ ②14:00－
料金：	1,000円（花材代）

定員：	各回5名（先着順／当日受付）

※事前申込は定員に達しました

アーティスト・トーク（華道家による解説）

日時：	6月3日（土）16:00
	 　　　　 中村展山（小松流家元）

4日（日）12:00
	 　　尾㟢豊雅（小原流京都支部長）

会場：	大広間
※入場無料・事前申込不要
主催：	京都市、公益財団法人京都市芸術文化協会

明倫茶会

様 な々分野で活躍している方 が々席主となって、開
催するお茶会です。席主によって趣向が異なるの
で、毎回新たな楽しみを見出せるのが魅力です。

「将軍慶喜と外交官たちのデザート」
佐野真由子の企画による、慶応三年に行われた
将軍拝謁式をテーマとしたお茶会。
日時：	5月28日（日）10:30／13:30／16:00
会場：	大広間（待合：講堂）

席主：	佐野真由子（国際日本文化研究センター准教授）

内容：	お菓子とコーヒー
料金：	1,000円
定員：	各回30名（先着順／要事前申込）

伝統

カポエィラ・グループ・インジンガ
『カポエィラ・アンゴーラ－身体・音楽・精神
のトランス－』
Co－program カテゴリーC（リサーチ、レクチャー、ワーク

ショップ）採択企画。ブラジルの伝統芸能カポエィラ
について、国内各地から師範やゲストを招き、紹介。

展示
日時：	6月9日（金）－11日（日）13:00－20:00
	 	 ※9日のみ19:00－20:00
	 	 ※入場無料
会場：	ミーティングルーム2

レクチャー
「カポエィラ・アンゴーラとは？」
日時：	6月10日（土）13:30－15:30
講師：	荒川幸祐

「カポエィラとアフリカの音楽」
日時：	6月11日（日）13:00－15:00
ゲスト：矢野原佑史（京都大学アフリカ地域研究資料セ

ンター研究員、国立民族学博物館外来研究員）

「日本とブラジルの伝統芸能」
日時：	6月11日（日）15:30–17:30
ゲスト：宇髙竜成（金剛流能楽師）

会場：ミーティングルーム2 
※入場無料・事前申込不要

ワークショップ
・経験者向けコース
日時：6月  9日（金）19:00－21:00
	 10日（土）10:30－12:30、13:30－15:30
	 11日（日）15:30－17:30
料金：	各回2,000円（2コマ以上の参加は500円割引）

定員：30名（要事前申込）

・初心者向けコース
日時：	6月11日（日）13:00－14:00、14:00－15:00
料金：	各回1,000円
定員：30名（要事前申込）

・ショーイング
日時：	6月11日（日）17:30－18:30
※入場無料・事前申込不要

会場：	フリースペース
申込：ginganzinga@gmail.com（担当：荒川）

ショーケース
生粋のカポエリスタによる、カポエィラの演舞
「ホーダ」を実演します。
日時：	6月10日（土）16:00－18:00
会場：	フリースペース
ゲスト：柴田健児、吉田佳代、小飯田吉史（以上

GCAP）、風間雄太（FICA）

※入場無料・事前申込不要
※詳細はウェブサイトをご覧ください

主催：	カポエィラ・グループ・インジンガ、
	 京都芸術センター
※Topic03（P4）もご覧ください

演劇

KAC Performing Arts Program 2017 /
Contemporary Theater
演劇計画Ⅱ―戯曲創作―
「S/F ―到来しない未来」 
KAC S/F Lab. オープンラボ 
戯曲創作と並行して展開する、科学とフィクション
についてのレクチャー＆ディスカッション。
vol.1 
日時：	6月16日（金）18:30－21:00 
vol.2 
日時：	6月17日（土）14:00－16:30 

会場：	フリースペース 
登壇：	松葉祥一（同志社大学嘱託講師）、松原俊太郎、
	 山本健介（委嘱劇作家） ほか
料金：	無料
定員：	各回60名（先着順／要事前申込） 

※Topic01（P1）もご覧ください

トークイベント

建築S
シンポシオン

ymposion－日独仏の若手建築家による－
キックオフシンポジウム
この夏日独仏の先鋭の若手建築家が交流・ディ
スカッションを重ねながら、京都芸術センターの
グラウンドに約一週間だけの仮設集落を創出し
ます。6月はそのプロジェクトに先立ち、キック
オフシンポジウムを開催します。
日時：	6月23日（金）19:00－21:00
会場：	講堂
登壇：	五十嵐太郎（建築批評家、東北大学教授）、家

成俊勝（ドットアーキテクツ）、加藤比呂史、
島田陽、スヴェン・プファイファー、ルード
ヴィヒ・ハイムバッハ、セバスチャン・マル
ティネス・バラ、バンジャマン・ラフォール

料金：	無料
定員：	100名（先着順／要事前申込）

主催：	京都芸術センター、ゲーテ・インスティ
トゥート・ヴィラ鴨川、アンスティチュ・フ
ランセ関西

※Topic02（P4）もご覧ください

京都市立芸術大学美術教育研究会
公開研究発表
「伝統がもたらすもの－美術でつなぐ…?」
Co－program カテゴリーC（リサーチ、レクチャー、

ワークショップ）採択企画。美術教育の現状やあり
方についての公開研究発表、講演を行います。

日時：6月25日（日）13:00－16:30
会場：講堂
プログラム：研究発表「作家との対話型鑑賞指導

の取り組み－アクティブラーニングの視点
で」（13:00－14:30）、井上章一氏（国際日本文化

研究センター教授）による講演（14:30－16:30）

料金：	無料（先着順／要事前申込）

定員：	50名
主催：	京都市立芸術大学美術教育研究会、
	 京都芸術センター

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアーティ
ストによるワークショップ（参加無料・要事前申込）

※詳細はウェブサイトをご覧ください

このしたやみ「ロシア文学を読む5」
名前は知っているけれど、実際読んだことはない
という方の多いロシア文学の面白さを演劇的な
手法を使って読み、体験します。
日時：	6月2日（金）19:00－21:00
会場：	制作室6
定員：	20名
※動きやすい服装でお越しください

ドキドキぼーいず
「わからないことを自覚してみる」
対話や演劇的手法を用いたコミュニケーションゲーム
の実践を通して、「自覚的になる」体験をしてみます。
日時：	6月3日（土）10:30－12:30
会場：	制作室3
定員：	10名
対象：	高校生以上
※動きやすい服装でお越しください

セレノグラフィカ　
「オノマトペを使った頭と体の体操」
次回作『夜のことば』の共演者、升田学氏を講師に
迎えオノマトペ（擬音・擬態語）を用い、見たモノを何
かに例えます。言葉や身体を使って自分の「感性」
を磨き、さらには他者との「違い」も共有しましょう。
日時：	6月3日（土）10:30－12:30
会場：	制作室5
定員：	10名
対象：	小学校5年生以上（経験不問）

持物：	筆記用具、タオル、裸足になれる動きや
すい服装（デニム以外）

したため「したため#5『ディクテ』のさなか」
次回作『ディクテ』の、クリエイションの途中経過
発表としてシーンの一部を上演します。制作の
途上だからこそ豊かな可能性に開かれている演
劇の稽古場を、ちょっとのぞいてみませんか。
日時：	6月4日（日）18:30－20:00
会場：	制作室4
定員：	10名

安住の地「ノンバーバル現代詩
～身体の動きから詩を作ろう～」
安住の地第一回公演『渓谷メトロポリス化計画』
は「ノンバーバルコミュニケーション」をテーマに
創作しています。他者の身体から得たイメージ
を言葉に変換し、詩を作るワークショップです。
日時：	6月7日（水）19:00－20:00
会場：	制作室2
定員：	20名
※動きやすい服装でお越しください

劇団ショウダウン
「台本に触れる、台本を拾う」
劇団ショウダウンの過去台本やワークショップ用書
き下ろし台本を使って、簡単なお芝居を作ります。
日時：	6月17日（土）19:30－21:30
会場：	制作室11
定員：	10名
※動きやすい服装でお越しください

ニットキャップシアター
「ニットキャップシアター的劇中音楽の作り方」
次回作『男亡者の泣きぬるところ』の台本からシーン
を抜き出し、役者の芝居に合わせて音楽を作ります。
日時：	6月18日（日）14:00－17:00　
会場：	制作室3
定員：	15名

正直者の会「声に出して読んでみる」
参加者に好きな本を持って来てもらい、それを
音読します。実際に声に出してみると全然違っ
た印象を持つことがあります。「私」と、「文章」。
「私」と「聞いてくれる人」との距離。そして「とり
あえず人の話を聞いてみる」ことなど。
日時：	6月25日（日）15:00－18:00
会場：	制作室8
定員：	10名
持物：	声に出して読んでみたい本、記事など

K ACセレクション

ペトロフピアノ・コンサート
明倫小学校より受け継がれたペトロフ社（チェコ）

のピアノによるコンサート。
日時：	5月26日（金）開場18:30 開演19:00
会場：	講堂

日時：6月22日（木）19:00
	 23日（金）、24日（土）14:00／19:00
	 25日（日）14:00
会場：アトリエ劇研（左京区）

料金：	一般前売2,500円／当日2,800円
	 学生前売1,000円／当日1,300円
	 トリオ6,000円、高校生以下無料

※トリオは同一回に3名で来場の場合利用可能。
問合せ：したため
　TEL: 050-5318-7717（ワタナベ）

　E-mail: info.shitatame@gmail.com　

京都フィロムジカ管弦楽団
「第41回定期演奏会」
日時：	6月25日（日）14:00
会場：大津市民会館（滋賀県大津市）

料金：一般前売800円／当日900円
問合せ：京都フィロムジカ管弦楽団
　TEL：070-6506-4032
　E-mail：ticket@kyotophilo.com

ニットキャップシアター『太秦おかげサマー』
『男亡者の泣きぬるところ』、『女亡者の泣きぬると
ころ』のどちらか1演目と、日替わりゲストパフォー
マンスとのセット公演。
日時：	6月29日（木）－7月9日（日）

会場：	KYOTO ART THEATRE URU（右京区）

料金：	一般前売2,800円／当日3,300円
	 U25・学生前売2,200円／当日2,700円
※公演時間、日替わりゲスト、料金の詳細はウェブサ
イトをご覧ください

安住の地『渓谷メトロポリス化計画』
アーティストグループ安住の地第一回公演。
日時：	6月30日（金）19:30
	 7月  1日（土）14:00／18:30
	   2日（日）13:00／18:30   
会場：	アトリエ劇研（左京区）　　　
料金：	一般2,000円／U25 1,500円（前売・当日共）

問合せ：安住の地
　TEL：090-8659-5138（岡本）

　E-mail：anjuunochi@gmail.com

第246回 市民狂言会
日時：	6月9日（金）開場18:30 開演19:00
会場：京都観世会館（左京区）

演目：	昆布売、蛸、左近三郎、狐塚
出演：	茂山七五三、あきら、千三郎、千五郎 ほか
料金：	前売2,500円／当日3,000円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京

都店、高島屋京都店、チケットぴあ
（Pコード：457-176）

※団体券2,200円（20名以上）は京都芸術セン
ターにて取扱

東アジア文化都市2017京都
「アジア回廊 現代美術展」
日時：	8月19日（土）－10月15日（日）

会場：	元離宮二条城・京都芸術センター
料金：［現代美術展］前売400円／当日600円
　　  ［二条城入城＋現代美術展］
　　　　前売セット券1,000円／当日セット券1,200円
※[現代美術展]のみのチケットの場合、二条城
への入城に別途料金が必要です。

発売日：6月1日（木）

チケット取扱：京都芸術センター ほか
問合せ：東アジア文化都市2017京都現代

美術部門運営委員会
　E-mail： info@asiacorridor.org

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業および 印の共催事業・制作支援事業

チケットぴあで取扱いのチケットは、電話、ぴあ窓口、コンビニエンスストア（セブン・イレブン、サー
クルＫサンクス）の専用端末などからご利用いただけます。
WEB：http://t.pia.co.jp　 TEL：0570-02-9999

夏休み芸術体験教室参加者募集
夏休み期間中に、小中学生や高校生が芸
術に触れる機会をつくるために、下記の教
室を開催し、参加者を募集します。
日程：	

①邦楽（箏・尺八）－7月23日（日）、29日（土）、
30日（日）、8月5日（土）、6日（日）〔計5回〕

※8月11日（金・祝）に京都芸術センターで発表会
※楽器、箏の爪は貸し出します（購入希望者は

ご相談ください）

②邦舞－7月29日（土）、30日（日）、8月5
日（土）、6日（日）〔計４回〕

※8月11日（金・祝）に京都芸術センターで発表
〔8月10日（木）に発表会のリハーサルを予定〕
※浴衣・足袋をお持ちの方はご持参ください
③能楽1（仕舞）－7月25日（火）、26日（水）、
27日（木）、8月1日（火）、2日（水）〔計5回〕

　※8月3日（木）に大江能楽堂で発表会
④能楽2（笛・小鼓・大鼓・太鼓）－7月25日
（火）、26日（水）、27日（木）、8月1日
（火）、2日（水）〔計5回〕

※8月3日（木）に大江能楽堂で発表会
　いずれの教室も時間は10:30－12:00

募集対象：①小学校4年生～高校3年生
②、③、④小学校1年生～中学校
3年生（ただし④笛は小学校4年生以上）

会場：	大広間、フリースペース ほか
料金：	無料
定員：	邦楽－20名・邦舞－20名・
	 能楽1－25名・能楽2－各12名
申込方法：往復はがき又はE-Mailに希望

の教室・住所・氏名・ふりがな・学校
名・学年・電話番号・保護者名を記
入の上、「夏休み芸術体験教室」担
当（info@geibunkyo.jp）まで。

※①、④は希望の楽器を第2希望まで、②は身長
を必ず記入すること。なお、全日程参加できる
方に限ります。応募多数の場合は抽選

締切：	6月30日（金）〔消印有効〕

アーティスト・イン・レジデンス
プログラム2018
パフォーミング・アーツ部門募集
京都芸術センターで滞在制作を行うアーティ
スト・イン・レジデンスプログラム。2018年度は
パフォーミング・アーツ分野から募集します。
滞在期間：2018年4月1日（日）－

2019年3月31日（日）（3ヵ月以内）

応募資格：
・	パフォーミング・アーツ分野の新進芸術家ま

たは研究者で、京都に滞在し制作・調査研
究などを行う理由が明確な方。国籍不問

支援内容：
・	滞在期間中（3ヵ月以内）の宿泊場所の提供
・	制作場所の提供
・	居住地から関西国際空港または大阪国

際空港までの往復航空券
・	制作費として1件につき（個人・グループ問

わず）10万円（内税）の補助
・	広報協力
・	アートコーディネーターによるサポート
締切：6月30日（金）〔必着〕

詳細は京都芸術センターで配布中の募
集要項および応募用紙をご確認くださ
い。ウェブサイトからもダウンロード可。
応募方法：応募用紙に必要事項を記
入の上、必要書類とともに同センター
まで送付または持参（持参の場合は締切
日の20時まで）。
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［明倫WS］このしたやみ「ロシア文学を読む5」

『のっぴきならない遊動：黒宮菜菜／二藤建人／若木くるみ』（5/25－7/2）

『のっぴきならない遊動：黒宮菜菜／二藤建人／若木くるみ』
［関連企画］レクチャー	「のっぴきならない探検家に聞きたい！」

建築S
シンポシオン

ymposion－日独仏の若手建築家による－
公開キックオフシンポジウム

京都市立芸術大学美術教育研究会	公開研究発表
「伝統がもたらすもの－美術でつなぐ…?－」

東アジア文化都市2017京都	「京都の文化力事業」	京都いけばなプレゼンテーション2017〈自然と造形〉

カポエィラ・グループ・インジンガ
『カポエィラ・アンゴーラ－身体・音楽・精神のトランス－』	

京都いけばなプレゼンテーション2017〈自然と造形〉
［関連企画］アーティスト・トーク

［関連企画］いけばな体験「いけばなの日、お稽古はじめ」

［明倫WS］ドキドキぼーいず
「わからないことを自覚してみる」
［明倫WS］セレノグラフィカ
「オノマトペを使った頭と体の体操」

［明倫WS］したため「したため#5『ディクテ』のさなか」

［明倫WS］安住の地「ノンバーバル現代詩
～身体の動きから詩を作ろう～」 ［明倫WS］劇団ショウダウン「台本に触れる、台本を拾う」

［明倫WS］ニットキャップシアター
「ニットキャップシアター的劇中音楽の作り方」

［明倫WS］正直者の会「声に出して読んでみる」

KAC	Performing	Arts	Program	2017	/	Contemporary	Theater
演劇計画Ⅱ-戯曲創作-	「S/F	―到来しない未来」	
KAC	S/F	Lab.	オープンラボ	
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広島・世界平和記念聖堂や京都文化博物館をはじ

め、全国各地の重要文化財・教会などを巡ってきた、

haruka	nakamura	PIANO	ENSEMBLEによる「音楽

のある風景」ロングツアー。その関西最終公演は、舞台

を客席が取り囲むアリーナ形式のホールで行われた。

音楽家・haruka	nakamuraが、このピアノアンサン

ブル編成をスタートさせたのが2015年。そこから2年

以上に渡り、濃密なコンサートを重ねるにつれて、“ポ

ストクラシカル”という潮流だけでは語れないほどの広

がりをみせるように。その集大成として位置づけられた

本公演。開演前のホールにはひそやかな緊張感と昂揚

がみなぎり、chikuniによる照明演出がなされた舞台は

静かにそのときを待つ。

開演時間を少し過ぎた頃、メンバーが登場する。

haruka	nakamura（Pf）、ARAKI	Shin（Sax&Flute）、内

田輝（Sax）、根本理恵（Violin）、齊藤功（Drums）という編

成。そこから紡ぎ出されるのは、静謐な、そして人間味

のある音楽だ。即興も交えながら進んでいくなか、す

べての音や余白に必然があり、そこに無駄があった

としてもそれも含めて、アンサンブルは立ち止まるこ

となく過ぎ去っていく。ライブに先立つ挨拶でharuka	

nakamuraが話した「音楽を聴くというより、音楽の

たとえば、定期的な手入れを怠った結果、藻まみ

れになってしまった水槽の匂い、とでも形容しようか。

モリー・ハスルンドの立体作品《ISLAND	 Shewing	

Spitting〈Part	10〉》は、クリーンな都市生活では覆い

隠されがちなナマモノの臭気を充満させながら、鑑賞

者を出迎えてくれた。

現代デンマークのアーティストたちを紹介する本展

覧会では、無駄のない効率的な生産活動のための理

論（LEAN）に対する批評的な距離が、全体を貫く態度で

あった。とはいえ、ともすれば「自然に帰れ」式の大雑

把な議論に帰着してしまう可能性を、本展は巧みに回

避していたように思う。

さて、冒頭で触れたモリー作品は、水を含ませた脱

脂綿製の人型マネキンに、何らかの種を植え付け、発

芽させたものの集積である。といっても、それは見た目

に気持ちの良いものではなく、マネキンの下の容器に

は、藻が垂れたような痕が残っている。その横に並んだ

トゥミ・マグヌッソンの映像連作《Directions》からは、ザ

クザクと雪道を踏みしめる足音が臨場感をもって流れ、

野生的な感覚と「無駄」との結びつきを示唆してくれる。

他方で、ヘンリック・メンネによる、使用目的の判然

としない大型機械群も注目に値する。《TB20-Sanding	

Device》では、目の前で回っている機械を使って作られ

たのであろう、巻貝のような形に頭頂部を削り出され

た四角柱が、こぢんまりと並んでいる。人工物から生み

出された、使途不明の生物的な造形が、前述の作品群

haruka nakamura PIANO ENSEMBLE TOUR 2017
「音楽のある風景」
4月1日（土）

兵庫県立芸術文化センター 神戸女学院小ホール
（兵庫県西宮市）

『LEAN ISSUES』
4月15日（土）－5月14日（日）

京都芸術センター（京都市中京区）

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

E V E N T  C A L E N D A R　6 / 1 ▲ 6 / 30

状態そのものが、いとおしい

「無駄」の礼賛を超えて
音楽

美術

中谷琢弥

雁木聡

なかに入っていく」という状態。そこに在る音色、メロ

ディー、息づかい、どれもが饒舌で、その音楽に手を

引かれるかたちで思考の断片が浮かんでは消えてい

く。ときに溶け合うように、ときに孤立するように。

そこにふと、真っ白な衣装に身を包んだ聖歌隊が登

場する。5人それぞれが手に持った小さな明かりが視

線や思考を奪っていく。このアンサンブルにおいて、声

はひとつの（そして決して他にはない響きの）楽器として存

在している。コーラスが主旋律となることもあればメロ

ディーの背後にまわることもあり、特に後者のときのド

ローンは魅惑的ですらある。それは「ドローン（単音でロ

ングトーンすること）はおもしろい。能面のように、聴く側

の解釈で躍動感も静寂も表すことが出来る」（この日、聖

歌隊として登場したCANTUSのリーダー太田美帆のツイッターよ

り抜粋）という言葉にもあるように多様で、多層的だ。そ

こに在るのは、「ゴンタの関心というのはいつも、みん

ながそろって何かに注目している対象にはなくて、そう

なっている状態そのものに向かってしまう」（保坂和志『プ

レーンソング』より抜粋）という視点だ。その状態で在る、と

いう心地こそが大切で、主軸はどこにもなくていい。ど

こにあってもいい。

「音楽のある風景」「祈り」そして、最後にアンコールの

「灯台」まで、あっというまの120分。暗闇と光が混じり

合う美しさに恍惚とした、一瞬だった。

と絶妙な呼応関係をなしていた。

こうした人工と自然のかかわりとは別の側面から「無

駄」について思考する作品群も、静かな主張をおこ

なっていた。トルベン・リベの《Composition	on	Pink	

(Untitled)》では、たとえば花柄のアイロン台の上に、

胡蝶蘭や剥きエビ、ハーネスをつけた子どもをスライド

ショーで映し続けるタブレット端末が置かれている。各

要素の（無）関係性はさておき、色彩の戯れの「無駄」さ

を示すことで、本作品は底抜けた明るさを保っていた。

トゥミ・マグヌッソンのインスタレーション《Travelstretch》

は、スロープの壁面等に貼られたスーツケースの画像

と、スピーカーから鳴り響く轟音が、子供の頃の遊び—

スーツケースを全力で転がして、レーサーの真似事をした

日 —々を思い出させてくれる。それはすなわち、使用方法

が明確に規定された構造物について、別の有り様を空想

し、その空想の世界の住人になりきってしまう遊戯である。

定まったタスクを無駄なくこなすのが「プロ」の仕事

であるならば、規律的な鍛錬から軽やかに逸脱し、素

材自体と戯れる「アマチュア＝愛好家」的な営みこそが、

まさしく本展の核であったのではないだろうか。この種

の営みを通じて、無駄は無駄そのものとして成立しうる

のである。

だとすれば、我々が本当に忌避すべき「無駄」とは何

なのか。この問いがかき消されてしまわないための場と

しても、本展は確かな存在感を放っていたと言えよう。

なかたに	たくや／ライター●モロッコよりザ・マスター・ミュージシャンズ・
オブ・ジャジューカの初来日が11月に決定して、今から楽しみすぎます。

かりき	さとし／高等学校教員●Part-time	Suite展のドキュメント制作が
軌道に乗りはじめ、ようやく一つのプロジェクトが完結しようとしていま
す。何をするにせよ、「目的は何か？」という声に煩わされずに遂行でき
れば、と思いながら…。

公演プログラムには、公演情報のみならず劇作家に

よって書かれたテキストが縦横に配置されている。こ

の公演は2015年ウイングフィールドで行われた演劇祭

ウイングカップで最優秀賞を受賞したことをうけて行わ

れたものである。作・演出の杉本奈月は第15回AAF戯

曲賞で最終候補に選ばれ、これからを期待される劇作

た位置、舞台照明やホリゾント幕をたよりに確かな言葉

だけを発する。時おり、劇世界の台詞と交わる瞬間はあ

るが、おおよそ実像を結ばない。雑然と置かれた舞台装

置やスピーカーの他はほぼ裸舞台といっていい。大きな

出来事は起こらず、舞台上で停滞する時間は鬱 と々して

重 し々い。

後半の『水平と婉曲』からは杉本も出演しての稽古場

面がドキュメンタリー風に展開される。「台詞を返してくだ

さい」という彼女の言葉は、俳優が誰かに成り代わって

台詞を喋ることへの戸惑いだろうか。作家の「書き言葉」

はどこまでも内省的であり、私個人に向けられるが、こ

の上演においては、俳優たちの「話し言葉」もまた、性差

やなぜ自分たちが舞台に立つかという彼女ら自身の内

側に向けられているように感じた。このアプローチ自体

は興味深かったが、最終的に俳優たちの承認欲求や劇

団内のヒエラルキーといった、舞台に携わる者にしか分

からない世界の狭さに見えてしまったのは残念だった。

ポストドラマと言ってもよい、戯曲そのものを中心とし

ない演劇はますます増えている。その中でもN2が特異

なのは、「上演」という制度を疑いつつも結局は劇作家の

家でもある。

切り詰められた文体によって書かれた言葉は、必ず

しも理解しやすいものではない。戯曲は寓話的であり、

同音異義による意味の多重性が多分に含まれる。この

言語感覚はどのように上演という形式に置き換えられ

るのか。今回の公演では戯曲を「上演」する制度そのも

のへの懐疑的なまなざしを感じ取った。

例えば冒頭場面、劇作家がこれから書くであろう無

数の標題を、俳優たちが読み上げるシーンがある。ま

だ物語化もされていない標題の中には、これまで上演

した『月並みにつぐ』や『水平と婉曲』のタイトルも確認

できた。印象的だったのは、登場する俳優たちがこれ

らの標題をぼそぼそと言い捨てるように読み上げてい

たことだ。この場面だけではなく、これまでも上演され

てきた戯曲の言葉は、まるで遺物に書かれた文字のよ

うに読まれていく。

この上演では、杉本の劇世界をどのように再現するか

というよりも、今ここで俳優が言葉を発することそれ自

体に重きが置かれていた。彼らは、上演会場となるウイ

ングフィールドの所在地を読みあげ、上手や下手といっ

「書き言葉」、つまり戯曲から出発する演劇に与している

ことだ。これまでの俳優は、劇作家の物語の中で生きる

ことができた。一方、N2の作品ではもはや俳優が生きら

れる「上演」という制度自体が曖昧で脆弱なものとなって

いる。いかに現代演劇の陥穽から抜け出すか。劇作家や

俳優はどう生きるべきか。N2に課せられた課題は大きい。
（19日19時の回を観劇）

N2『blue/amber』
「居坐りの日」と「月並みにつぐ」ならびに「水平と婉曲」
3月18日（土）－20日（月・祝）

ウイングフィールド（大阪市中央区）

「書き言葉」を上演する

演劇

須川渡

すがわ	わたる／大阪大学招へい研究員●自分の関心領域が広がってき
たのか、公演日が重なり、なくなく観るのを諦める作品が増えています。
観劇した人と情報交換する必要性を感じています。

図書室休室日：6月30日（金）
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カポエィラ・グループ・インジンガ
『カポエィラ・アンゴーラ
－身体・音楽・精神のトランス－』

派遣アーティスト：
京極朋彦

Co-program カテゴリーC（リサーチ、レクチャー、ワークショップ） 採択企画 アーティスト・イン・レジデンス
プログラム ―KAC×SDC―

ブラジルの伝統芸能、カポエィラというものに
ついて、みなさんはどれくらいご存知でしょ

うか。カポエィラは、16世紀、ブラジルに奴隷とし
て連れて来られたアフリカの人々が始めた芸能で
す。しなやかで、双発性に富む展開をみせる動き、
そして土着的な色合いを強く残す音楽は、現代の

ダンスや音楽のシーンでも再び注目を集めていま
す。カポエィラの流派はいくつか存在し、なかでも
「アンゴーラ」は、もっともその伝統的なものです。

今回はこの「カポエィラ・アンゴーラ」のレク
チャー＆ワークショップを開催します。カポエィラ
のことを全く知らない人にとっても、また経験者に
とっても、その魅力を感じ取る絶好の場となること
でしょう。もちろん、師範や経験者によるホーダ（演

舞）をご覧いただく機会もあります。同じ伝統芸能
といえども、日本のそれとは一味違うカポエィラ。
この機会にぜひ体験してみてください！ 昨冬京都芸術センターで滞在制作を行ったソ・

ギョンソン（振付家）に続き、公募により日本
から京極朋彦（ダンサー・振付家）を選出し、5月中旬
から6月末までソウルダンスセンターにて滞在制作
を行います。出発を間近に控えた京極朋彦さんに、
滞在プランについてメールでお話を伺いました。

京極：韓国は大学制度がしっかりしており、強い
フィジカルと基礎があるダンサーが多い印象があ
ります。そんな彼等、彼女等が現在の韓国の政治
や歴史、伝統と革新を踏まえ、どのようなダンスを
模索しているのかに非常に興味を持っています。
　今回の滞在では長期的な創作の“種”を探した

いと考えています。具体的には滞在中にワーク
ショップを行い、様々な人と出会うことから始め、
最終的に、現地で出会った人たちと日本からダン
サーとして参加する伊東歌織さんと共に、小発表
を行います。この発表がゆくゆくは作品として花開
くことを期待しています。

―京都芸術センターのグラウンドに一週間、どのよ
うなものが現れるのか楽しみですね。

五十嵐：建築は施主さんごとの色 な々条件の中でつ
くっていくものです。今回のように仮設というか、一
時だけしか存在しない建築は、万博の実験的な建築
と同じように、若干条件が緩くなるので、より純粋に
やりたいことができるチャンスにもなる。
建畠：	建築に限らずアートでも、展示期間が短いも
のだと、耐久性のない素材も使えます。もう一ついい
のは、ラディカルなことができるということ。恒久施
設だと、ラディカルなものを作ろうとすると反対され
るんですよ。でも、例えば3ヵ月とかだと許容範囲が
広がるかも。
　しかし作るとアーティストは残したくなるんだよね。
太陽の塔も最初はテンポラリーだったはずなのに、
岡本太郎は最終的に残せと言ったんだよ。

―作ったものをどう生かしていくかということも、シ
ンポジウムで議題になりそうですね。ところで、今の
日本の建築界の特徴について教えてください。

五十嵐：日本の建築界が特殊なのは、割と師弟関係
で続いているんですよ。もちろん建築家って一人じゃ
作れないので、最初は事務所に入ってそこから独立
するんですけど、そこに流派というか、系譜ができて
いるんですね。

―伝統芸能に似ているところがありますね。

五十嵐：ルネッサンスの時代に、設計と施工を分け
ることで建築家という概念が定着しましたが、日本で
は大工とか棟梁とか身分の違いだけで、アーキテク
トという概念はなかった。今回参加するドットアーキ
テクツは、地域とのつながりの中から建てていく作風
で、今回もそのようなプロジェクトになるのではない
でしょうか。
建畠：今回はそういう建築家の役割分担から離れて、
コラボレーションしながら自分たちで作ってみたら、
面白いものができるんじゃないかな。楽しみですね。この夏、日本・ドイツ・フランスの先鋭の若手建築家が交流・ディ

スカッションを重ねながら、京都芸術センターのグラウンドに約
一週間の可動式の仮設集落を創出します。それに先駆け6月
に、3ヶ国の建築家が京都芸術センターに集い、キックオフシン
ポジウムという形で作品のコンセプトやテーマを話し合います。
プロジェクトに向けて、監修を務める五十嵐太郎と、京都芸
術センター館長の建畠晢が対談を行いました。

独特の音楽と足技を中心とした動きによる、ブラジルの
伝統芸能、カポエィラ。国内トップクラスの指導者たちを
招き、この異国の伝統芸能を紹介するレクチャーやワー
クショップを集中開催します。

昨年度より開始した「アーティスト・イン・レジデンスプログ
ラム－KAC×SDC－」では、日韓のアーティストが、ソウル
ダンスセンター（SDC）、京都芸術センターに約2ヶ月間滞在
しながら、リサーチとクリエーションを行うエクスチェンジ
プログラムです。相互にアーティストを受け入れることで、
参加アーティストがより深く異なる文化、環境の中で創作
に向き合い、刺激に満ちた新たな作品が生み出されるこ
とを目指します。

最初に「仮設の建造物」と聞いたとき、仮設住宅のように機能の限定
された簡素なものを連想しましたが、仮設だからこそ自由に作ること
ができるというお話を聞いて、このようなポジティブな捉え方もあるの
だと気づかされました。 奥村麻衣子（アートコーディネーター）

攻守のやりとりを含む足技の掛け合いは、会話のようなニュアン
スも持っています。初心者向けのワークショップに参加するだけで
も、簡単なやりとりはできるようになるそうですよ！

谷竜一（アートコーディネーター）

ギョンソンさんから京都滞在中に聞いた韓国のダンスシーンや
SDCの情報を京極さんに伝えたように、施設間の交流による信頼
や情報の蓄積がアーティストのサポートに繋がればと思います。

堀越芽生子（アートコーディネーター）

建築S
シンポシオン

ymposion－日独仏の若手建築家による－
キックオフシンポジウム
日時：	6月23日（金）19：00－21：00
会場：	講堂
ファシリテーター：五十嵐太郎（建築批評家、東北大学教授）

登壇者：家成俊勝（ドットアーキテクツ）、加藤比呂史、
島田陽、スヴェン・プファイファー、ルード
ヴィヒ・ハイムバッハ、セバスチャン・マル
ティネス・バラ、バンジャマン・ラフォール

料金：	無料
定員：	100名（先着順／要事前申込）

主催：	京都芸術センター、ゲーテ・インスティトゥート・
ヴィラ鴨川、アンスティチュ・フランセ関西

※イベント情報（P2）もご覧ください

五十嵐太郎 （いがらし たろう）
1967年生まれ。建築史・建築批評家。1992年、東京大学大学院修士
課程修了。博士（工学）。現在、東北大学教授。あいちトリエンナーレ
2013芸術監督、第11回ヴェネチア・ビエンナーレ建築展日本館コミッ
ショナー、「戦後日本住宅伝説」展監修、「3.11以後の建築展」ゲスト
キュレーターを務める。第64回芸術選奨文部科学大臣新人賞を受賞。
『日本建築入門-近代と伝統』（筑摩書房）ほか著書多数。今年の秋、ス
パイラルにて「窓学」10周年記念展を監修。

PROFILE

photo	by	OMOTE	Nobutada

京都芸術センターは新しい芸術振興の拠点として、2000年4月に誕生しました。以来、
伝統芸術と現代アート、芸術と学術、芸術と産業等の諸ジャンルが交差し、新しいかた
ちの芸術が生まれる場となるため、様 な々試みを行ってきました。芸術文化の情報を収
集・発信し、また国内外の芸術家と市民が交流する場となる事業も展開しています。
このような事業をさらに拡充するためには、みなさまのご理解とご協力は欠かすこと

ができません。みなさまからお寄せいただきます会費・協賛金は、京都芸術センターの
活動ををより魅力のあるものとするために活用させていただきます。
京都の新しい文化芸術をそだてるサポーターとして、ぜひご入会ください。

※申込方法等、詳細は京都芸術センターウェブサイトをご覧ください

京都芸術センター「友の会」
《団体・法人会員》 アサヒカルピスビバレッジ株式会社、学校法人大和学園、京都商工会議所女性会、京都中央
信用金庫、公立大学法人京都市立芸術大学、国際ソロプチミスト京都、成安造形大学、全京都洋舞協議会（9件）

《個人会員》 石田洋也、奥美里、尾関吉重、加藤明子、熊谷壽美子、神保泰宏、西智也、西村由美、野口久楽、
長谷川昌史、服部八重子、藤田裕之、法貴潤子、宮永東山、村上良子（28件）

京都芸術センター「協賛会」
《団体・法人会員》 株式会社トーセ、京都信用金庫、大松株式会社（3件）

《個人会員》 （1件）

2017年4月30日現在（一部非公開）

友の会・協賛会の
ご案内

平成28年度は次の皆様方に会員としてご協力いただきました。心より御礼申し上げます。（50音順・敬称略）

建築S
シンポシオン

ymposion
－日独仏の
若手建築家による－
キックオフシンポジウム

京極朋彦 （きょうごく ともひこ）
京極朋彦ダンス企画主宰。KYOTO	DANCE	CREATION代表。
2007年、京都造形芸術大学映像・舞台芸術学科	舞台芸術コース
卒業。卒業制作が学長賞を受賞。卒業後、国内外の振付家の作
品にダンサーとして参加。自身が振付、出演するソロダンス『カイ
ロー』を2010年初演から4か国9都市で上演。2012年、日中国際
ダンス会議	in	北京に招聘される。平成27年度文化庁新進芸術家
海外派遣事業	研修員としてウィーンにて研修。同年ウィーンのダ
ンスフェスティバルfi	foo	programに招聘され現地ダンサーとの共
同制作作品を発表。

PROFILE

『幽霊の技法』2014	©bozzo

カポエィラ・グループ・インジンガ
『カポエィラ・アンゴーラ
－身体・音楽・精神のトランス－』
日程：	6月9日（金）－11日（日）

会場：	ミーティングルーム２、フリースペース
※詳細スケジュールはイベント情報（P2）をご覧ください

Photo	by	Kousuke	Arakawa
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交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／
阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。

○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・
談話室・チケット窓口　　　　　	……… 10:00－20:00

○カフェ	……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室	 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　		twitter：@Kyoto_artcenter
　		http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　		twitter：@Kyoto_artcenter

アーティストインタビューやイベント情報など
トピックが満載！


